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 Ａさんは、２つの続いた奇数の積に１を加えた数は、どんな数になるか調べます。 

１と３のとき  １×３＋１＝ ４ 

３と５のとき  ３×５＋１＝１６ 

５と７のとき  ５×７＋１＝３６ 

これらの結果から、次のように予想できます。 

 

 Ａさんの予想

 

このとき、次の（１）～（３）の各問いに答えなさい。 

（１）２つの続いた奇数が１３と１５のとき、予想が成り立つかどうか下のように確かめます。下の 

に当てはまる式を書きなさい。 

  １３と１５のとき          ＝１９６ 

                    ＝１４² 

 

 

（２）この予想がいつでも成り立つことを説明します。下の説明を完成しなさい。 

 説明 

２つの続いた奇数は、整数ｎを使って２n－１、２n＋１と表される。 

この２つの続いた奇数の積に１を加えると 

 

  （２n－１）（２n＋１）＋１＝ 

   

    

 

 

 

 

 

（３）「奇数」を「偶数」に変えて、２つの続いた偶数の積に１を加えた数はどんな数になるか調べます。 

２と４のとき  ２×４＋１＝ ９ 

４と６のとき  ４×６＋１＝２５ 

６と８のとき  ６×８＋１＝４９ 

 

２つの続いた偶数の積に１を加えた数はどんな数になると予想できますか。上の予想のように

「 ～ は……になる。」という形で書きなさい。 

 

 

 

 

２つの続いた奇数の積に１を加えた数は、２つの続いた奇数の間にある偶数の２乗になる。 
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「平成２７年度全国学力・学習状況調査（中学校第３学年数学）２」の類題 

 Ａさんは、２つの続いた奇数の積に１を加えた数は、ど

んな数になるか調べます。 

      １と３のとき  １×３＋１＝ ４ 

   ３と５のとき  ３×５＋１＝１６ 

   ５と７のとき  ５×７＋１＝３６ 

これらの結果から、次のように予想できます。 

 

 Ａさんの予想

 

このとき、次の（１）～（３）の各問いに答えなさい。 

（１）２つの続いた奇数が１３と１５のとき、予想が成り立つかどうか下のように確かめます。下の 

に当てはまる式を書きなさい。 

  １３と１５のとき  １３×１５＋１ ＝１９６ 

                    ＝１４² 

 

（２）この予想がいつでも成り立つことを説明します。下の説明を完成しなさい。 

 説明 

２つの続いた奇数は、整数ｎを使って２n－１、２n＋１と表される。 

この２つの続いた奇数の積に１を加えると 

  （２n－１）（２n＋１）＋１＝ の続きを以下の正答例で示す。 

   

    

 

 

 

 

 

（３）「奇数」を「偶数」に変えて、２つの続いた偶数の積に１を加えた数はどんな数になるか調べます。 

２と４のとき  ２×４＋１＝ ９ 

４と６のとき  ４×６＋１＝２５ 

６と８のとき  ６×８＋１＝４９ 

２つの続いた偶数の積に１を加えた数はどんな数になると予想できますか。上の予想のように

「 ～ は……になる。」という形で書きなさい。 

 

 

 

 

 

２つの続いた奇数の積に１を加えた数は、２つの続いた奇数の間にある偶数の２乗になる。 

[正答条件] ①計算結果が（２n）²となる 
②２nは２n－１と２n＋１の間の偶数だから 
③（２n）²は２つの続いた奇数の間の偶数の２乗である。 
                          が記述できている。 

(正答例)  ４n²－１＋１＝４n²＝(２n)² 
      ここで、２nは２n－１と２n＋１の間の偶数である。 
      したがって、２つの続いた奇数の積に１を加えると、２つの続いた奇数の間にあ 
      る偶数の２乗になる。（①、②、③） 
      ※ ①が、「（２n）²となり、偶数の２乗になる」でも正答とする。 
 

【出題の趣旨】 

 ○ ことがらが成り立つ理由を、構想
を立てて説明することができる。 

 ○ 発展的に考え、予想したことがら
を表現することができる。 

[正答条件]①「〇〇は、◇◇になる。」という形で書かれている。 
② ○〇が「２つの続いた偶数の積に１を加えた数」 
③ ◇◇が「２つの続いた偶数の間にある奇数の２乗」 

(正答例) ２つの続いた偶数の積に１を加えた数は、２つの続いた偶数の間にある奇数の２   
     乗になる。（①、②、③） 
     ※ ①、②が、「２つの続いた偶数の積に１を加えた数は、奇数の２乗になる」でも 
       正答とする。 
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